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I.はじめに
翻訳通訳を職業としている者が誰でも知っている，いわゆる「名訳」と言われるものの中に
DonaldL.Keeneが太宰治の小説『斜陽』を訳したTheSettingSunがある。その訳の中でも特に
有名なのが，往診に訪れた村の医者がはいていた「白足袋」の訳であろう。Keeneは「白足袋」を
そのまま直訳的に ・whitesplit-toedsocks・と訳すのではなく，日本のこの時代に「白足袋」が持っ
ていた「きちんとした正装」という文化的記号を巧みに欧米文化のそれに置き換え，・whitegloves・
と訳した（鳥飼，2001）。このような翻訳は原文の文法や語彙，文化的内容を目標言語に合わせて翻案
するもので一般的には意訳と呼ばれ，翻訳作品を読む読者の読み易さに重点が置かれた翻訳であると
言える。
Nida（1964）は意訳を「動的等価（dynamicequivalence）」を有する翻訳と定義し，「形式的等価
（formalequivalence）」を目的とする直訳と区別して理論化した。動的等価翻訳とは翻訳の受容者とメ
ッセージの関係が，原文の受容者とメッセージの間に存在した関係と実質的に同一でなければならな
いものであり，それは起点テキストの内容を読者の文化的期待や言語ニーズに合わせて自然に伝え，
原文が起点言語の読者に与えたのと同じ効果を翻訳作品の読者にも与えることを目的とする作業であ
るとした。また，この動的等価を目的とした翻訳では起点言語の痕跡は見えてはならず，読者が感じ
る異質性（foreignness）は最小限に留めるべきとされている。Nida（1964）が理論化した，翻訳にお
ける読者重視，目標言語における自然さ重視の考え方はその後多くの翻訳者翻訳研究者に大きな影
響を与え，日本でも翻訳の実践に関する書籍の多くはその考え方を継承している（安西，1995;ブラネ
ン澤登，1988;飛田，1997;河野，1999）。
II.翻訳における「受容化」と「異質化」の議論
読者に異質性を感じさせない滑らかで自然な翻訳は，今では多くの国や地域の一般読者を対象とし
た翻訳において，翻訳ストラテジーの一般的な傾向と言える。しかし，これに対して，原文を重視す
る直訳的な翻訳を提唱する立場からの強い異論もあり，この直訳と意訳の二項対立的な議論は古くは
キケロの時代から現代にいたるまで続いている（Munday，2008）。最近では，Venuti（1995）が原文
の異文化的特質を目標文化言語に合わせた形に操作して訳すこと，つまり意訳を「受容化
（domestication）」翻訳ストラテジーと位置づけた上で，このストラテジーが現代の英米商業出版環境
における翻訳作品の圧倒的傾向であると警鐘を鳴らしたことが有名であろう。このような翻訳ストラ
テジーで訳された作品は，読者にとっての読み易さが重視されるため，起点テキストに存在する英米
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文化とは異なる社会的文化的要素は排除され，あたかもそれが最初から英語で書かれた作品である
かのように扱われる。読者にとっては翻訳作品を読んでいるという認識はなく，翻訳者は「見えない
（invisible）」存在となってしまう。Venutiはこの受容化翻訳の背景にあるのは自民族中心主義
（ethnocentrism）であるとし，それは圧倒的に単一言語話者で文化的にも偏狭な英米の読者を作り出
してしまう危険性があるとした。
Venuti（1995）は，この受容化に対抗するものとしての「異質化（foreignization）」を提唱した。
異質化は一般的に言う直訳逐語訳に対応するが，この翻訳ストラテジーでは起点言語に存在する，
目標言語とは異なる語彙や統語上の言語学的差異，慣習などの文化社会的差異をそのままの形で翻
訳し，敢えて滑らかではなく異質性を持った翻訳を目指す。このように異質性（foreignness）を意識
的に作り出すことは，軍事，経済，政治的にも圧倒的な優位に立ち自文化中心主義に陥りがちになる
英語圏の読者に自文化乖離的圧力（ethnodeviantpressure）を与え，起点テキストを英米文化の支配
から守り，文化的アイデンティティを守ることにつながるとした。
Venuti（1995）が言うように英語圏の翻訳，特に一般読者を対象としている商業的翻訳では受容化
が一般的であると考えられるが，全ての国や地域，あるいは翻訳のジャンルにおいて受容化が一般的
であるとは限らない。小倉（2008）は翻訳における異質化と受容化（小倉は異質化の代わりに異化，受容
化の代わりに同化という表現を用いている）が選択される法則に関して下のように述べている（p.61）。
異化同化の第1法則（異化の法則）
翻訳者（編集者も含む）の重点が，TL［targetlanguage］の読者よりもむしろsourcetext/cultureに
あるとき，TLにおける「異化」（foreignization）が起きる。その際，翻訳者（編集者）の source
text/cultureに対する敬意（respect）が大きければ，大きいほど「異化」の割合が大きくなる。
異化同化の第2法則（同化の法則）
翻訳者（編集者も含む）が，sourcetext/cultureよりもTL（targetlanguage）の読者を意識し，より
わかりやすいTLの翻訳を作ろうとするとき，「同化」（domestication）が起きる。その際，読者が，
sourcetext/cultureに対する知識が少なければ少ないほど（そのように翻訳者編集者によって意識さ
れればされるほど），「同化」の割合が大きくなる。
小倉は，sourcetext/cultureに対する敬意が重視され異化の起きる例として，聖書の翻訳，科学
技術論文の翻訳などを挙げている。聖書は「神の言葉」であり神聖にして犯すべからざるものであり，
また科学技術の論文などはsourcetextへの忠実性がより重視されるため，異化を引き起こす。ま
た，異化を引き起こすコンテキストとして，外国文化に強い敬意，憧れがある場合があることも述べ
ている。例えば，日本では古代から江戸時代までは中国，明治に入ると欧米諸国を規範として文化を
吸収し社会システムを構築してきた歴史があり，この環境では規範とする文化への敬意が優先し，翻
訳も異化，つまり直訳が主流であった。水野（2007）も，近代日本の翻訳においては平易な意訳も存
在したがその影響力は比較的少なかったとし，二葉亭四迷など多くの翻訳者が原作原文を尊重し訳
文の流暢さを拒否した直訳的手法を用い，それによって意識的あるいは無意識的に日本語文体そのも
のに大きな影響を与えたと考察している。このように，異質化が大きな柱となっていた日本の翻訳だ
が，古野（2002）はこの傾向が特に1970年代以降変容し，直訳的アプローチが後退し，より受容化
ストラテジーが重要視されるようになったと述べている。これは日本が高度経済成長を遂げ社会的に
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も大きな変化を遂げ，同時にそれまでは純文学作品が主であった翻訳が大衆化，商業化していったこ
とと大きく関係するものと考えられる。
III.研究の目的と方法
前述したように，ある作品の翻訳が受容化のプロセスを取るのか，異質化のプロセスを取るのかに
は様々な要因が関係しそれは時代によっても変化するが，最も大きな影響力を持つのが翻訳の受け手
の起点テキスト文化に対する意識であろう。Venuti（1995）や小倉（2008）が言うように起点テキ
スト文化への理解敬意が翻訳の受け手にあればあるほど異質化翻訳が受け入れられる程度が増え，
反対に起点テキスト文化に対する理解が乏しく，その結果として敬意も意識されていない場合には
受容化翻訳が選択される場合が多いと考えられるからである。
本稿の目的は現代の日米翻訳における異質化ストラテジー，受容化ストラテジーのプロセスをでき
るだけ客観的に記述し，日米の翻訳の受け手がお互いの文化に対して持っている意識を間接的に観察
することにある。研究データとしては，日米の映画テレビドラマの吹き替え翻訳を取り上げ，それ
ぞれが英語日本語に翻訳されるプロセスにおいて，目標文化とは異なる起点文化の社会文化的ルー
ル，語用上のルールがどのように処理されるのか，またこの双方向のプロセス（英語→日本語，日本
語→英語）が均一のものであるのかどうかを検証する。本稿の研究データとして商業的翻訳である映
画テレビドラマの吹き替え翻訳を選択したのは，一つには商業的翻訳は常に観客視聴者のニーズ
に合わせる必要があり，その意味で現代の日米の翻訳の受け手の意識を探るために有効な手段である
と考えたためである。また，映画テレビドラマは社会の中で非常に大きな影響力を持ち，外国文化
がその吹き替えでどのように翻訳されているかは，観客視聴者の他文化への理解，態度の形成に大
きく寄与する可能性があることも選択の理由である。
社会文化的ルール，語用ルールが日米間で異なっている例は数多くあるが，本稿ではその中でも特
に親族間での呼称の用法，及び会話における呼びかけの機能の二つに関しての分析を行う。方法とし
ては，先行研究で日米間に差異があるとされている項目がオリジナル版で発生しているケースを取り
上げ，その一つ一つが翻訳される際に起点文化の特徴を残した異質化翻訳をされているか，それとも
目標言語のルールに合わせて翻案された受容化翻訳がされているかを記録し，分析を行う。
IV.研 究
1.親族間の呼称の翻訳に見られる異質化受容化翻訳
日本語において呼称は，発話者と聞き手との社会的関係，性別，場面などの違いによって人称代名
詞，地位役職名，親族名称，個人名，敬称などの中から選択される。鈴木（1973）は日本人の家族
内での呼称選択（自称詞，対称詞）に関して下のような法則を提唱し（pp.151153），これはほとんど
そのまま，家族外の社会的状況にも拡張的にあてはめることができるとした。
（1） 話し手（自己）は，目上目下の分割線の上に位する親族に人称代名詞を使って呼びかけたり，直接に
言及したりすることはできない。
（2） 話し手は，分割線より上の人を普通は親族名称で呼ぶ。
（3） 話し手は，分割線より上の者を名前だけで直接呼ぶことはできない。
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（4） 話し手が，分割線より上の者に対して自分を名前で称することは可能であるが，分割線より下の者に
対しては通例これを行わない。
（5） 話し手は分割線の下に位する者を相手とするときは，自分を相手の立場から見た親族名称で言うこと
ができるが，分割線より上の者に対してはそれができない。
さらに鈴木（1973,1982）は日本語では実際に血縁関係のない他人との会話で，自称詞，対称詞に
親族名称を使用する親族名称の虚構的用法が発達していることを述べている。また，第二の虚構的用
法として，話し手と相手の間の関係，続柄を正しく反映していない表現を話し手が使うことを挙げ，
これは話し相手が親族の場合も親族以外の他人の場合にも成立すると述べた。典型的な例としては，
母親が長男に「お兄ちゃん」と呼びかけたり，自分の父親に「おじいちゃん」と呼びかけたりするこ
とが挙げられるが，この用法の最大の特徴は，最年少の者を規準点にとり，呼びかけられる人あるい
は言及される人物がすべてこの最年少から見て何であるかを表す用語で示されることである。
ここで自称詞とは話し手が自分自身に言及することばのすべてを総括する概念で，これには一人称
代名詞（私，僕，俺など），親族名称（お母さん，お父さんなど），地位名称（先生，お医者さんなど）が含
まれる。対称詞とは会話の相手に言及することばのすべてを総括する概念で，これにも第二人称代名
詞（君，あなたなど）や親族名称が含まれる。鈴木はこの対称詞には二種類あることを述べており，
第一は「呼格的用法」で，これはいわゆる呼びかけ語としての機能を持つものである。第二は「代名
詞的用法」で，相手を指すことばが文の中で主語や目的語としての機能を果たすものと言う。本稿で
は対称詞の中で特にこの第二の呼格的用法だけを指す場合には呼称詞と呼ぶこととする。
親族間の呼称の用法は日米の価値観，文化の差を本質的に反映しているものと考えられ，それだけ
に日米間の差異も多数議論されている（鈴木，1973,1982;パン，1982）。この章では日英の親族間の呼
称の用法差の中でも特に（a）親族間での呼称詞としての名前の使用，（b）親子間での自称詞，対称
詞としての親族名称と人称代名詞の使用，（c）親族名称の虚構的用法，の3つを取り上げる（表1）。
ここではこの3つの項目の中で，実際に研究資料とした映画ドラマで発生した例を取り上げ，それ
が翻訳でどのように処理されたかを検証する。
（４）
表1 分析対象とした親族間呼称の用法の日英差異
日本語 英語
（s）親族間での呼称詞とし
ての名前の使用
家族内で目上に位する相手に呼びかけ
るさいには，普通，親族名称で呼びか
ける。
親，祖父母，おじ，おばに呼びかける
さいにも名前を使用することがある。
また，兄，姉，年上のいとこには親族
名称は使用せず，相手の名前で呼びか
けるのが普通である。
（b）親子間での自称詞，
対称詞としての親族名称と
人称代名詞の使用
子どもが親に話しかけるさい文中で相
手に言及する場合には親族名称を使う。
人称代名詞は普通使用しない。
子どもが親に話しかけるさいにも文中
で常に相手を人称代名詞（you）で言
及する。
親が子どもに話しかけるさい文中で自
分を親族名称で言及することがある。
親が子どもに話しかけるさいにも文中
で常に自分を人称代名詞（ I）で言
及する。
（c）親族名称の虚構的用法 親族名称の虚構的用法が発達している。 親族名称の虚構的用法は一般的でない。
日本語の研究資料には『となりのトトロ』（宮崎，1988），英語の資料にはBrothersandSisters;
Season1（Baitz,2006）から最初の5話を使用した。『となりのトトロ』を選択した理由は，もとも
と日本語で製作された映画ドラマの中で英語の吹き替えがあるものが少ないが，その中でもこの映
画には家族内の談話が多く見られたからである。BrothersandSistersは日本でも人気のあった米
テレビドラマでこれも家族内の談話の例が多いことを理由に選択した。研究資料として字幕翻訳を含
めなかったのは，字幕翻訳には「1秒につき4文字以内」「縦字幕は10字2行，横字幕は13字2行」
という厳しい制約があり（清水，1992），元の台詞と全く違う言葉に置き換えることがあるからである。
一方で，吹き替えはこのルールに縛られず登場人物や場面に適した自然な台詞回しを再現することを
重要視し，台詞作成においてオリジナルの映像作品への忠実性が高いと言われているため（藤濤，
2007），今回の研究により適していると判断した。
（a）親族間での呼称詞としての名前の使用
相手の注意を引きたいときや，相手に感情的に訴えたい場合に用いられる呼びかけの働きを持つ対
称詞は特に呼称詞と呼ばれる。家族内で目上の者に呼びかけるときの呼称詞は「お母さん，ママ」
・Mommy,Mom・などのように親族名称が一般的に使用されるのは日本語でも英語でも同様だが，
日英の違いとして良く知られているのが兄弟姉妹間，あるいはいとこの間でのお互いの呼び方であろ
う。日本語では兄，姉，あるいは年上のいとこに対して「お兄ちゃん」「お姉さん」のような親族名
称で呼びかけることが一般的であるのに対して，英語では兄弟姉妹，いとこの間では年齢差に関係な
く名前で呼び合うのが普通であるi。また，パン（1982）は米国では親や祖父母，伯父，叔母などに対
しても親族名称を使用せずに名前で呼びかけることがあると述べている。
ここでは，英語資料BrothersandSistersの中の登場人物が家族の目上のメンバーに呼びかけて
いる中で，相手の名前の直接使用を取り上げ，それが日本語吹き替えでどのように処理されているか
を記録した。表では日本語のルールにならって名前を親族名称に翻案したもの，あるいは呼称詞とし
ての名前が吹き替えでは省略されたものを「受容化」，名前がそのまま使用されたものを「異質化」
として表記した。Walker家の兄弟姉妹は5名で，上からSarah（長女），Kitty（次女），Tommy（長
男），Kevin（次男），Justin（三男）となる。Noraは母親でSaulがその兄，CooperはSarahの息子
になる。
表2に示すように，日本語吹き替え版で呼称詞が翻訳された場合は，ほとんどが英語オリジナル版
の名前をそのまま使用した異質化翻訳になっている。唯一，末っ子のJustinが長男であるTommy
に呼びかけるさいの吹き替えで「アニキ」という親族名称が使用されていたが，これはJustinと
Tommyが口喧嘩をしている場面で，翻訳者がこの二人の緊張関係を意識的に反映させているのかも
しれない。
今回，表2での異質化か受容化かの判断は鈴木（1973,1982）の法則，つまり目下の弟妹は兄
姉に対して名前で呼びかけることはない，という法則を基準としたが，その後の研究ではこの法則が
変化していることも示唆されている。セペフリバディ（2011）は現在の日本の家族内の呼称使用を若
者（小学生から社会人2年目まで）を対象に調査したが，そこで兄弟姉妹間における親族名称の使用は
減少しており，代わりに名前やあだ名で呼びかけることが多いことを報告している。また，25歳か
ら45歳を対象として行った林玉岡深見（2002）の調査では大人が自分の兄姉を名前で呼ぶこ
（５）
とに関しては「やや不適切である」と感じる傾向にあるが，30歳から34歳の女性は名前使用に対し
ての抵抗感がないことを報告している。日本では戦後とくに欧米の映画やテレビドラマが広く視聴さ
れており，その影響は少なくないことが想像できる。もともとは日本の習慣にない，目上の親族に対
しての直接の名前使用が若い世代に関しては増加しているという現象は，日本人の家族間の関係性の
変化を反映しているのと同時に，外国語コンテンツにより日本の社会慣習価値観などが少しずつ変
化していることを示しているように思われる。いずれにせよ，日本語吹き替えで兄姉に対して名前
で呼びかけることに対して異質ではないと感じる日本人が特に若者世代において増えていることは確
かであろう。
ここでもう一つ重要なのが，英語オリジナル版で呼称詞として名前が使用されている例の多数で，
その呼びかけ語が日本語吹き替え版では省略されていることである。英語ではポジティブポライト
ネスのストラテジーとして，相手へ共感を示すために発話の中で相手に呼びかけることが多くあるが，
日本語はもともと発話の中で相手に呼びかけることをあまりしない言語である（油井，2007）。さらに，
日本語は，「かるがるしく名前を呼ぶことを避けようとし，間接的に指そうとする」言語であり（外
山，1992;p.141），呼称詞として目上の相手の名前を呼ぶことはある意味二重に日本語の語用ルール
を破ることになる。日本語の吹き替えで呼称詞としての名前使用が省略されているのは，異なった英
語の語用ルールを日本語のそれに合わせるための受容化のストラテジーであると考えられる。
（６）
表2 BrothersandSistersの中で親族間の呼称詞として使用された名前の日本語翻訳
呼ぶ人 呼ばれる人 英語オリジナル 日本語吹き替え 出現回数
（1） Sarah Saul（おじ） Saul ソール（異質化） 1
省略（受容化） 3
（2） Kitty Sarah（姉） Sarah サラ（異質化） 7
省略（受容化） 3
（3） Tommy Saul（おじ） Saul ソール（異質化） 1
Sarah（姉） Sarah サラ（異質化） 4
Kitty（姉） KittyorKit キティ（異質化） 2
省略（受容化） 1
（4） Kevin Sarah（姉） Sarah サラ（異質化） 2
省略（受容化） 5
Kitty（姉） Kitty キティ（異質化） 1
省略（受容化） 2
（5） Justin Sarah（姉） Sarah 省略（受容化） 1
Kitty（姉） Kitty キティ（異質化） 3
省略（受容化） 1
Tommy（兄） Tommy トミー（異質化） 2
アニキ（受容化） 1
省略（受容化） 1
Kevin（兄） Kevin ケビン（異質化） 1
（6） Nora Saul（兄） SaulorSauly ソール（異質化） 4
省略（受容化） 3
（7） Cooper Kitty（おば） Kitty キティ（異質化） 2
日本語吹き替え版で興味深かったのは，いくつかの例で「超異質化」とも言える翻訳が見られたこ
とである。下の例は，Sarahの娘のPaigeが叔母であるKittyに話しかけた場面であるが，英語オ
リジナル版では ・AuntKitty・（キティ叔母さん）と名前の前に親族名称を加えて呼びかけているの
が，日本語吹き替え版では単に「キティ」になっている。
Paige:AuntKitty.
ねえ，キティ。 （Episode4,0:22:36）
次の例はKittyが姉のSarahに呼びかける場面だが，英語では名前が使用されていないのに日本語
ではそれが付け加えられている。
Kitty:Hey.
ねえ，サラ。 （Episode4,0:24:36）
これは起点言語に特徴的な語用ルールを，それが出現していない場合にも吹き替えで出現させてしま
う例で，今回は特に英語の作品が日本語吹き替えされたときに観察された現象である。翻訳者の頭の
中に「米国の文化では目下から目上に話しかける場合でも名前で呼びかける」「米国の文化では相手
への親しみを表すために名前で頻繁に呼びかける」という構図があり，それを吹き替えの中で再現し
ているのだろう。
（b）親子間での自称詞，対称詞としての親族名称と人称代名詞の選択
すでに述べたように，日本語でも英語でも目下の者が目上の者に呼びかけるさいには，呼称詞とし
て親族名称が一般的に使用されるが，文中で自称詞，対称詞が代名詞的に使用されている場合の親族
名称の使用は日英で状況が異なってくる。英語では目下の者が目上の者に話しかけるさいも，文中で
の対称詞は常に二人称代名詞のyouが使用される。これに対して日本語では親族名称が使用され，
目上の相手に言及する対称詞として人称代名詞が使用されることはあまりない。また，日本語では目
上の者が目下の者に話しかけるさいには，一人称代名詞を使用するほかに自称詞としての親族名称を
使用することがあるが，英語ではどのような場合でも自己に言及する場合には一人称代名詞のIを使
用する。
ここでは特に親子間の会話を取り上げ，この差異が翻訳でどのように処理されているかを観察する。
日本語資料の『となりのトトロ』では娘のサツキとメイが父親，母親に話しかけた発話で対称詞とし
て親族名称を使用したものを書き出し，それが英語の吹き替えでどのように処理されているかを記録
した。また，反対に父親と母親がサツキかメイに話しかけた発話では，自称詞として親族名称を使用
したものを書き出し，その英語翻訳を記録した。また，英語資料の BrothersandSistersでは
Walker家の次女であるKittyと母親Noraの会話でKittyが母親を人称代名詞（you,your）で言及
したもの，母親が自分を人称代名詞（I,me,my）で言及したものを記録し，これが日本語吹き替え
でどのように翻訳されたかを記録した。
結果を表3にまとめたが，翻訳が原語のルールを目標語のルールに翻案している場合には「受容化」，
原語のルールを尊重し目標語のルールに適合しないがそのまま直訳翻訳している場合は「異質化」と
して区別した。このどちらにも当てはまらないものは無表記とした。
（７）
日本語資料では英語の呼称ルールに適合しない例（自称詞，対称詞として親族名称を使用）は全部で7
例あった。例の数が少ないのは，日本語では文中での自称詞，対称詞が省略されることが多いからだ
が，今回記録した7例では全てが英語のルールに合わせ一人称か二人称の人称代名詞に受容化翻訳さ
れていた。話し相手が目上の者であっても文中の対称詞は常に二人称代名詞youを使用するという
のは英語の基本的な統語ルールでこれを破ることは難しく，ここでの受容化翻訳はやむを得ない選択
であろう。例えば下はサツキが母親に話しかけたさいに文の主語に「お母さん」を使用した例だが，
これを英語の吹き替えで ・WethoughtMummymightnotbetoohappyabout…・としてしま
うと，聞き手が母親ではない第三者に対する発話となり，聞き手が母親の発話としては非文となって
しまう。
サツキ:心配してたの，お母さんが嫌いだと困るなって
Wethoughtyoumightnotbetoohappyaboutthehousebeingfiledwithspooks.
（0:20:23）
ただし，もう一つのケース，目上が目下に対して話しかけるさいに，自称詞として親族名称を使用
することは英語でも不可能ではない。下の例は病室でサツキの髪をとかしながら母親がサツキに向か
って話しかける場面であるが，この英訳としてIの代わりにyourmotherを使い ・…becauseyou
arethespittingimageofyourmotherwhenshewasyoung.・とすることは英語の統語ルー
ル上でも可能である。また英語のbabytalkでは母親が幼児に話しかけるさいに，自分のことを
（８）
表3 文中における家族間の呼称（対称詞自称詞）の翻訳
『となりのトトロ』（7例）
日本語 英語吹き替え
目下（サツキメイ）から目上（父親
母親）への発話
「お母さん」 3 you
（受容化）
3
目上（父親母親）から目下（サツキ
メイ）への発話
「母さん」「お父さん」
「お父さんの」
4 I,my
（受容化）
4
BrothersandSisters（89例）
英語 日本語吹き替え
目下（Kitty）から目上（Nora）への
発話
you,your 40 ママ，ママの
（受容化）
8
省略
（受容化）
32
目上（Nora）から目下（Kitty）への
発話
I,me,my 49 ママ，ママの
（受容化）
0
私，私の，自分，
自分の
14
省略
（受容化）
35
Mummyと言及することは珍しくないとされており（鈴木，1973），下の例でも ・…becauseyoulook
exactlylikeMummywhenshewasyoung.・とすることも可能である。
母親:あなたは母さん似だから…
...becauseyouarethespittingimageofmewhenIwasyoung. （0:24:02）
英語で母親が子どもに対して自分のことをyourmother，あるいはMummyと言及するのは自分の
役割を強調するために行う有標（marked）の用法であり（鈴木，1982），これは一般的に英語で使われ
るIが単に自分のことを話し手と規定しているのとはニュアンスが異なっている。これを英語吹き替
えで常に使用することは，英語の統語ルールは破っていないが語用上のルールとは適合せず，Nida
（1964）の言うところのスムーズな翻訳と言うよりはVenuti（1995）の主張する異質化翻訳に近いと
考えられる。日本語で自称詞として親族名称が使用されている場合，どのように英語で訳すのかは非
常に難しい選択になるが，少なくとも『となりのトトロ』の翻訳者は与えられた選択肢の中から第一
人称のIを全てのケースにおいて選択していた。
一方，英語資料では日本語の呼称ルールに適合しない例は89例あったが，そのうちのほとんどが
日本語では「省略」のストラテジーで処理されていた。日本語は構造上，文中の自称詞，対称詞とも
に省略されることが多いことに合わせた受容化翻訳である。親族名称「ママ」を使用した受容化翻訳
は比較的少なくKittyからの発話の8例にしかすぎず，Noraが自称詞としての「ママ」を使用した
例は0例であった。その一方で，Noraが「私」「自分」を使用した例は14例あった。日本語で母親
が娘に話しかけるさいには人称代名詞も使用するが，一般的には親族名称と併用することが報告され
ており（薛，2000;宋，2007），今回の例は異質化翻訳とは言えないまでも日本語の語用ルールからは
少し違和感がある。実際にドラマBrothersandSistersの中のNoraは自己主張が強いキャラクタ
ーとして描かれており，娘とNoraとは緊張した関係にある。鈴木（1973,1982）は自称詞として親族
名称を使用することで自分に対しても相手に対しても家族内での役割付与を自動的に行うと述べてお
り，翻訳者はNoraに母親というよりは娘と対立する一人の女という位置づけをするためにこの翻訳
ストラテジーを選択した可能性もある。
（c）親族名称の虚構的用法
実際に血縁関係のない他人との会話で親族名称を用いる親族名称の虚構的用法，また最年少の者を
規準点にとり，呼びかけられる人あるいは言及される人物がすべてこの最年少から見て何であるかを
表す用語で示される第二の虚構的用法は日本語に特に特徴的であるためi，ここでは『となりのトト
ロ』で親族名称の虚構的用法が出現したケースを挙げ，それが英語の吹き替え翻訳でどのように処理
されたかを表4に示す。今回の虚構的用法には呼称詞として使用されたケースと，文中で自称詞，対
称詞，他称詞（第三者に言及することばのすべてを指す）として使用されたケースがあったため，表はそ
れぞれ別にまとめた。表3と同様に，翻訳の「受容化」「異質化」の区別を行った。
（９）
親族名称を呼称詞として虚構的に使用した例は8例あり，そのうちの大部分が受容化翻訳されており
異質化翻訳の例はなかった。もっとも多かったのが，下の例のように，日本語で虚構的親族名詞を使
って相手に呼びかけた場面で，その呼びかけの翻訳自体が回避されているケースである。
（3）（通りがかりの男に向かって）
サツキ:すみません，あの，おじさん，あの，この道を小さな女の子が通らなかったですか？
I・m sorrytobotheryou,butyouhaven・tseenalittlegirlcomebythisway,haveyou?
（1:12:00）
下の例では親族名称の虚構的用法である「ばあちゃん」が文中の対称詞として使用されているのを，
・Mom・と呼称詞で呼びかけた上で人称代名詞を使用して受容化翻訳している。
（10）
表4『となりのトトロ』に出現した親族名称の虚構的用法とその英語翻訳
（呼称詞）
話し手 呼びかける相手 日本語オリジナル 英語吹き替え
（1） サツキメイ 近所の老婆① おばあちゃん Nanny
（2） サツキ 近所の老婆② おばあちゃん 省略（受容化）
（3） サツキ 通りがかりの男 おじさん 省略（受容化）
（4） 近所の女の子 近所の老婆① おばあちゃん 省略（受容化）
（自称詞）
話し手 話し相手 日本語オリジナル 英語吹き替え
（5） 近所の老婆① サツキメイ ばあちゃん，ばあちゃんの I,me,my（受容化）
yourNanny,your
Nanny・s
（対称詞）
（6） カンタの父親 自分の母親 ばあちゃん
（第二の虚構的用法）
youを対称詞として使
用した上で，Momを
呼称詞として使用
（受容化）
（他称詞）
話し手 話し相手 言及の対象 日本語オリジナル 英語吹き替え
（7） サツキの父 サツキメイ サツキの母
お母さん
（第二の虚構的用法）
Mommy
（8） 近所の老婆① メイ サツキの母
お母さん
（第二の虚構的用法）
she（受容化）
（6）（自分の母親に向かって）
カンタの父:なんだぁ，ばあちゃんの早とちりか
Mom,Itoldyouyoujumpedtoconclusions. （1:16:18）
次の例は近所の老婆がサツキに向かって母親のことを「お母さん」と言及したのを，英語では三人称
代名詞sheを使い受容化翻訳している。
（8）（メイに向かって）
近所の老婆①:お母さんきっと喜ぶよ
I・m sureshe・lloveyouforit. （1:04:07）
翻訳者の苦労が想像できるのが，手伝いに来ている近所の農家の老婆をサツキやメイが虚構的親族
名称を使い「おばあちゃん」と呼んでいる例である。これを英語で直訳してGrandmaとしてしまう
と意味の混乱が生じ，英語圏の観客はこの老婆が実際に血のつながった祖母であると誤解してしまう。
もちろん，英語でも血のつながらない高齢の知人友人に対して愛情やいたわりを込めてGrandma,
Grandpaと呼びかけることはあるが，幼い子どもがそれをすることはまず無いからである。英語で
はこのような場合，相手の苗字を使いMrs.XXXと呼びかけたり，親しくなった場合には相手の名
前で呼ぶのが一般的であるが，『となりのトトロ』ではこの老婆の名前は最後まで不明であり，翻訳
者として名前を勝手につけてしまうことは許されない。また，この老婆は物語の中で重要な役割を果
たしており，他の例で見られたように全ての呼びかけを省略してしまうことは不可能である。
翻訳者はこれをNannyという表現を使うことで解決しようとしたが，Nannyは英語で「ばあや，
乳母」の意味であり裕福な家庭に子どもの世話をするために雇われる女性を指し，これを幼い子ども
が相手に呼びかけるさいの呼称詞として使うことはあまり一般的ではない。サツキやメイが近所の農
家の老婆に ・Nanny・と呼びかけるのは，英語圏の観客には違和感を与えるものであるが，これは
日本語の呼称ルールにも適合しているとは言えないため異質化翻訳にも受容化翻訳にもあてはまらず，
表では無表記とした。
2.「社会関係性維持強化」の機能を持つ呼称詞の異質化受容化翻訳
前節では特に親族間での呼称の用法についての日英の比較を行ったが，ここでは親族間呼称に議論
を限らず，社会生活の中で広く呼称詞が果たす機能の日英差，及びその吹き替えでの処理について考
察する。英語では話し手はしばしば発話のさいに名前や親族名称を使用して相手に呼びかけるが，日
本語では相手の注意を引く必要がある場合などを除くと，発話で頻繁に相手に呼びかけることはしな
いとされている（油井，2007;山岸，1995）。Biber,Johansson,Leech,ConradandFinegan（1999）
はLongmanGrammarofSpokenandWrittenEnglishの中でvocatives（呼称詞）についてかな
り詳しい記述をしているが，それによると，英語の呼称詞の機能には以下の3種類がある（p.1112，
（ ）内は筆者補）。
（1）gettingsomeone・sattention（相手の注意を引く）
（2）identifyingsomeoneasanaddressee（相手を話し相手として特定する）
（3）maintainingandreinforcingsocialrelationship（社会関係性を維持強化する）
（11）
日本語では呼称詞の代わりに「すいません」「あの」などの表現を選択することがより多いとは思わ
れるが，必要な場合には「（1）相手の注意を引く」機能，及び「（2）相手を話し相手として特定する」
機能を持つ呼称詞は使用される。しかし，「（3）社会関係性を維持強化する」機能を持つ呼称詞は，
英語では頻繁に使用されるのに比べ，日本語での使用は少ないことが報告されている（油井，2007）。
特に米英語では，初対面の相手にも親しみや共感を表すために名前を使用して呼びかけることが多く，
それは下の例のように初級の英語学習者用の教科書の会話にも反映されている。
Tom: Sarah,thisisPaulo.He・sfrom Brazil.
Sarah:Helo,Paulo.Areyouonvacation?
Paulo:No,I・m not.I・m astudenthere.
Sarah:Oh,areyoustudyingEnglish?
Paulo:Wel,yes,Iam.Andengineering,too. NewInterchange1（Richards,1990;p.5）
この場面で，日本語で初対面の相手に名前で呼びかけたら，それは馴れ馴れしく，わざとらしく聞こ
えてしまうが，ポジティブポライトネスのストラテジーが重要視される米英語ではこういった場面
でも積極的に相手に呼びかけることで親しみを表すことが一般的である。また，油井はこの機能を持
つ呼称詞の位置についても述べており，英語ではこの呼称詞が文中や文の後ろに位置する頻度が大き
いが，日本語の場合には非常に少ないことも述べている。
本稿では，日本語での例が少ないとされる英語の呼称詞の「社会関係性を維持強化する」機能を持
つもので，特にその位置が文中か文の後ろにあるものを取り上げ，それが出現したさいに吹き替えで
どのように処理されたかを見る。この分析の英語の資料としては新たにToyStory（Lasseter,1995）
を使用する。ToyStoryはディズニー製作のアニメ映画であり，日本語資料である『となりのトトロ』
と登場人物の年齢や対象とする観客層が類似していることが選択の理由である。ToyStoryはあまり
家族間の会話例が多くないため，前節の親族の呼称の用法の資料としては使用できなかったものであ
る。日本語資料は引き続き『となりのトトロ』を使用する。ここでも原語の語用ルールをそのまま直
訳したものを異質化，目標言語のルールに翻案したものを受容化と区別した。結果を表5に示す。
ToyStoryで「社会関係性の維持強化」の機能を持つ呼称詞が文中，あるいは文の後ろに出現した
のは70例あったが，そのうち42例がそのまま日本語に吹き替えされていた（異質化）。日本語の語
用ルールに合うように省略されていたのは28例であった（受容化）。日本語資料の『となりのトトロ』
にはこの機能を持つ呼称詞の文中，あるいは文の後ろでの使用は確認できなかった。
以下にToyStoryでこの呼称詞がそのまま日本語訳（異質化）された中から特徴的なものを挙げた
が，（1）から（3）は最も多いケースで相手に感謝したり，共感したり，励ましたりするさいに呼称
詞が使用された例である。
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表5「社会関係性を維持強化する」呼称詞の文中，あるいは文の後ろでの出現
呼称詞の出現回数 異質化 受容化
ToyStory 70 42 28
『となりのトトロ』 0 0 0
（1）（Mr.Spelに感謝して）
Andy:AndwewannathankMr.Spelforputtingthatonforus.Thankyou,Mr.Spel.
ありがとう，ミスタースペル，良く働いてくれたね，感謝するよ。 （0:07:27）
（2）（PotatoHeadに）
Slinky:Hey,Hey,Comeon,PotatoHead.
おい，おい，落ち着け，ポテトヘッド。 （0:07:56）
（3）（ウッディに）
Buzz:Goodidea,Woody.Ilikeyourthinkin・.
名案だ，ウッディ。良い，その手で行こう。 （0:35:49）
「社会関係性の維持強化」機能の呼称詞は相手への親近感を示すだけではなく，相手への怒りを示し
たり，相手に対して自分が優位に立っていることを示すさいに相手のfulnameを使用することで
その機能を果たすことがある（鈴木，1982）。下の例はおもちゃたちがいじめっ子のシドに対して立ち
上がるシーンで，fulnameで呼ばれたシドは怯えた様子を見せる。
（4）（いじめっ子のシドに挑戦して）
Andy:I・m talkingtoyou,SidPhilips.
ああそうだ，お前に話しかけてるんだ，シドフィリップス。 （1:06:11）
英語では相手に対する強い親しみを表すためにあだ名を使用して呼びかけることがよくあるが
（Biberetal.,1999），ToyStoryでは特にその使用が多かった。下はその中の1例で日本語吹き替え
版にそのまま直訳されたものである。
（5）（キスをする前にAndyに向かって）
Bo:MerryChristmas,Sheriff.
メリークリスマス，保安官。 （1:16:04）
このように，「社会関係性を維持強化」機能の呼称詞がそのまま日本語に吹き替えられることで「外
国らしさ」が生み出されているのが分かる。
日本語資料『となりのトトロ』ではこの機能の呼称詞が文中，あるいは文の後ろで使用された例は
確認できなかった。反対に日本語オリジナルでは出現していないこの呼称詞が英語の吹き替えでは出
現していた例が19例あった。これは英語の語用ルールに合わせた翻訳で受容化翻訳と言える。下に
いくつか例を挙げるが，相手への感謝，共感，親近感を表明したり，相手を励ましたり，また助けを
求めたりなどの場面で，日本語にはない呼称詞が文中，あるいは文の後ろに足されているのが分か
る。
（1）（手伝いに来た老婆に）
父親:どうも有難うございました。
Thankyousomuch,Nanny. （0:17:57）
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（2）（病院で母親に甘えながら）
メイ:お化け屋敷好き？
Doyoulikespirits,Mommy,evenfuzzyones? （0:23:11）
（3）（教室で初対面のメイのお絵かきを見て）
みっちゃん:なあに，それ？
What・sthatapictureof,Mei? （0:43:40）
（4）（母親を心配してむずかるメイを励まして）
カンタ:行こうよ。
Comeon,Mei. （1:08:21）
（5）（慰めるお婆ちゃんにベソをかきながら）
サツキ:もしかしたらお母さん…
Whatarewegoingtodo,Nanny? （1:09:40）
V.結 論
本稿では語用上のルールが日英で異なり，どちらかの言語では一般的な用法だが，もう一方ではあ
まり典型的ではない例を取り上げ，それが日英あるいは英日の吹き替え翻訳でどのように処理をされ
ているかを見てきた。表6にその結果をまとめた。それぞれの項目で受容化，あるいは異質化翻訳ス
トラテジーの使用の有無を〇か×で表記した。
（14）
表6 結果のまとめ
日→英吹き替え翻訳 英→日吹き替え翻訳
受容化 異質化 受容化 異質化
家族間の呼称
の用法
目上の親族を呼ぶさいに名前を使用する
（英語ルール）
〇 〇
親に話しかけるさいの文中の対称詞は常に
youを使用する
（英語ルール）
〇 ×
子どもに話しかけるさいの文中の自称詞は
常にIである
（英語ルール）
〇 △ii
親に話しかけるさいに文中の対称詞に親族
名称を使用する
（日本語ルール）
〇 ×
子どもに話しかけるさいに文中の自称詞に
親族名称を使用する
（日本語ルール）
〇 ×
親族名称の虚構的使用がある
（日本語ルール）
〇 ×
呼称詞の機能
社会関係性の維持強化の機能を持つ呼称詞
が文中，あるいは文の後ろで使用される
（英語ルール）
〇 〇
今回資料としたのは，観客動員数あるいは視聴率が重要である商業的な映画やテレビドラマであり，
当然のことながらaudienceに分かりやすくするための受容化翻訳が広く行われていた。ただ，起点
文化の特徴を残した異質化翻訳の例も見られ，それは今回の調査では英日翻訳のみに現れていた。
今回，日本語に特徴的に出現するとして取り上げたルールは英語の統語ルールに厳しく制限される
ため，その結果として日英吹き替えでは異質化翻訳が不可能であったとも考えられる。しかし，1）
日本語で文中の自称詞として「母さん」が使用された英訳で，・yourmother・が統語ルール上可能
であってもそれが選択されていなかったこと，2）日本語には出現していない呼称詞が英語の吹き替
えでは多く付け加えられていたこと，3）明らかな異質化の例が確認できなかったこと，を総合的に
考えると，少なくとも今回の日本語資料の英語吹き替えに関しては受容化の力がより大きく働いてい
ると言えるだろう。
その一方で，英日の吹き替え翻訳には米国の文化の特徴を残した異質化翻訳が数多く見られた。
BrothersandSistersの母親Noraが文中での自称詞として ・I・を使用した翻訳では，「ママ」を選
択せず「私，自分」としたのは，意識的に個人を重視する米国の文化の特徴を翻訳の中に反映させて
いたと言える。また，親族間の呼びかけでの相手の名前の直接使用，社会関係性の維持強化のための
呼称詞の使用についても，起点文化である米国の文化の特徴をそのまま異質化翻訳している例が多か
った。もちろん，今回，英語に特徴的に出現するとして取り上げたルールのほとんどは語用上のルー
ルであり，これを直訳してもぎごちなさは生じても統語上は非文にはならない。これが日英吹き替え
に比べ，英日吹き替えでの異質化翻訳を容易にしたという事情も否定できないが，今回のデータでは
異質化翻訳ストラテジーは英日吹き替えのみで確認されたということは重要な結果であろう。また，
米国の文化に特徴的な語用ルールが日本語吹き替えで「創作」されている超異質化とも言える翻訳が
見受けられたことは興味深い現象であった。
ある作品が翻訳されると，それは直訳でも意訳であっても目標言語の規範にある程度の変化をもた
らし，また受け手の社会に新しい思潮や感覚を持ち込む（水野，2007）。なぜならば，翻訳は起点言語
や文化の特徴をある程度保持するという前提があるため，どこかで目標言語の容認されたパターンか
ら乖離する傾向があるからである（Toury,1995）。日本では古代から江戸時代までは中国，明治に入
ると欧米諸国を規範として文化を吸収し社会システムを構築してきたが，その過程で膨大な量の翻訳
を生み出してきた。これらの翻訳，特に欧米の文献の翻訳は日本語の規範に大きな変化をもたらした
ことは言うまでもない。欧米語の表現構造が日本語の表現，文法構造に移入されたいわゆる「翻訳体」
は，今では日常の日本語の中でもその「異質性」があまり意識されることなく使われるようになって
いる。吉岡（1973）は翻訳体の例として，無生物主語の構文，「…ところの」構文，名詞構文，名詞
の動詞化，人称代名詞の使用，などを挙げ，それまでの日本語表現の規範から離れた表現が一般化し
ていることを述べた。また，戦後日本では書物の翻訳だけではなく，映画，テレビドラマなども欧米
の作品が数多く上映公開され，それらの字幕翻訳吹き替え翻訳も日本語文体のみならず，日本文
化の規範そのものにも大きな影響を与えたことが想像される。
今回の研究で英日の吹き替え翻訳に異質化翻訳の例が多く見られたのは，このように日本人にとっ
て外国語の異質性を残した翻訳作品はそれほど抵抗感を感じるものではないからだと言える。また，
米国の映画やテレビドラマが日常的に放映公開され，インターネットやDVDなどでの視聴も一般
的である現在の日本では，米国に実際に住まなくてもある程度の米国の文化の規範を意識的に，ある
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いは無意識に学んでいる可能性も大きい。そういった観客の頭の中にはすでに「外国的なもの」のイ
メージがあり，米国の映画，テレビドラマの日本語吹き替えにもそれが反映されることを期待してい
る面もあるのだろう。
今回の研究データは限られたものではあるが，英米の商業的翻訳作品では受容化翻訳のストラテジ
ーが圧倒的傾向であるというVenuti（1995）の主張をある程度裏付けるものであった。これは，日
本とは異なり米国では英語の言語規範をシフトさせるような異質性を持った文体はあまり存在しない
可能性を示唆している。また，米国では翻訳を必要とする外国語コンテンツそのものがあまり一般的
でないということも，異質なものに対する態度を示すものであろう。米国が世界で最も大きな消費地
であるとされる映画を例にとると，近年の公開映画の大多数は英語圏で製作されたものが占めており，
外国語映画を上映する映画館は数も少なく一般客には浸透しているとは言えない。日本映画で近年も
っとも公開規模の大きかったのは『崖の上のポニョ』iv（宮崎，2008）だが，それでも上映映画館は927
に過ぎず，全米の映画館数が約5,000館あることを考えると，ミニチェーンの規模であることが分か
る。また，日本語のテレビドラマはDVD発売の他は日本人コミュニティがある限られた地域だけの
放映である（日本貿易振興機構，2011）。このような環境の中で米国人が日常的に異質なもの，特に欧
米以外の文化に接する機会は日本人のそれに比べると非常に少なく，今回の研究での吹き替え翻訳に
明らかな異質化翻訳が確認できなかったのはこういった背景があると考えられる。
これまで日本人は，外国に憧れ，常に何かを学び，吸収してきた中で異質なものを非常に柔軟に受
容してきた。今回，英日の吹き替えの中で異質化翻訳ストラテジーが多く確認できたのは，日本人の
視聴者にとって異質なものが日常生活の中で常に自然な形で存在してきたことが関係していると考え
られる。水野（2007）が指摘するように，近代日本における翻訳の主流は起点文化言語を尊重する
異質化翻訳であり，それは日本語構造にとどまらず，広くは日本の社会慣習価値観などにも大きな
影響を与えてきたと言える。しかし，こういった傾向は1970年代以降，大きく変化の兆しを見せ始
め，「読み易い日本語に」という読者，目標文化を重視する受容化翻訳が主流になってきている（古
野，2002）。その背景には，日本が戦後30年を経て社会的にも経済的にも先進国に仲間入りをし，自
信をつけ，外国からの情報や文化を輸入する必要性をそれほど感じなくなったことがある。コンテン
ツにおいても，以前は日本で公開される映画全体の興行収入で，外国語映画のシェアが大きく日本映
画を上回っていたのが，2007年にそれが逆転し，それ以降日本映画は50％以上のシェアを保持して
いる。もちろん，外国語映画のシェアは米国のそれに比べると比較にならないほど大きいが，日本の
観客の志向が日本映画に向いてきているのは確かであろう。また，井上（2012）は外国語映画やテレ
ビドラマを視聴するさいに，字幕ではなく日本語吹き替えを好む観客が特に若者世代を中心に増えて
いることを述べ，オリジナル性をより大事にする「字幕文化」の衰退は，以前は強かった洋画への敬
意が薄れてきていることを示唆するのではないかと議論している。今回の研究データの英日の吹き替
え翻訳では異質化ストラテジーが多く見られたが，日本におけるこのような意識の変化の中でこれか
らの翻訳ストラテジーがどのように変化していくかについては継続的な調査を要する。
VI.最後に
本稿の資料は英語は2作，日本語は1作と数が限られており，今回の分析で見られた傾向が一般的
なものではなく，資料翻訳者の個人的な好みが反映している可能性も否定できない。この研究で得ら
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れた結果はこれまでの先行文献の知見をある程度裏付けるものではあったが，あくまでも探索的研究
の範疇に留まる。より多くの資料をデータとしてさらに分析を行い，今回と同じ結果が得られるかど
うかを引き続き調査することが必要である。また，分析の対象とした項目には，特に日英の翻訳過程
で目標言語の統語ルールによって厳しく限定され，異質化翻訳が事実上難しいケースがあった。統語
ルールにあまり限定されない語用上のルールであれば翻訳者の自由度も高まり，そのような事例に焦
点を当てることでより明確に受容化/異質化ストラテジーの選択の状況が観察できると思われる。
次稿「吹き替え翻訳にみる受容化異質化ストラテジーの分析（2）」では，より多くの資料を使用
し，語用上のルールの中でも特に謝罪表現の使用に焦点をあて研究を進める。
注
i 英語では兄弟間ではBro,姉妹間ではSisという呼称詞が使用されることはあるが，この表現には年齢差は
反映されない。いとこの間ではこのような親族名称が使われることはなく，名前でお互いに呼びかける。
i 英語でも親族名称の虚構的用法はあるが対称詞に限られており，また対称詞での虚構的用法も日本語ほど一
般的なものではない。例えば，英語でも子どもたちはAuntieやUncleといった親族名称を相手の名前の前
に使って，両親の親しい友人などに呼びかけることがある。また，GrandpaやGranmaなども高齢の知人
などに親しみを込めて使われることがあるが，日本語のように全くの他人に対して対称詞として親族名称が
広く虚構的に使用されることはない。また，鈴木（1973,1982）の言う第二の虚構的用法は日本語に特徴的
であると考えられる。
ii これはBrothersandSistersで母親のNoraが文中の自称詞として親族名称を一切使用していないことを
意味している。日本語でも母親が自分のことを「私」と言及することはあるが，一般的には親族名称である
「ママ，母さん，お母さん」と併用するのが普通である。日本語吹き替えで全ての自称詞が「私，自分」と
なっているのはある意味，米国の文化を反映した訳であるとも考えられるためここは△とした。
iv『崖の上のポニョ』は米国では2009年にディズニー配給映画として公開された。
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